
 

 

 

 

深谷はばたき特別支援学校 令和３年７月 No.０１  

 

特別支援教育コーディネーターとしてお受けする、いろいろな相談で話題になったことについて、一緒に考え

ていきましょう！ 

 

授業中、いすに座って、学習をしていて、本人もやる気があるのに、『なかなか集中できないなぁ』とい

うことが真っ先に話題になります。 

 

ということで、第１回は、 

『集中』についてです。 

 

○『集中』って、どうしたらできるのでしょうか？ 

 

いろいろなアプローチがあると思いますが、学習時の姿勢に注目してみましょう！ 

 

『集中』が難しい場合、往々にして、 

『いすに座っているのに、なんだか、足をもじもじ動かしている。』 

『床に足裏を着けるのではなく、机の横バーや椅子の脚に絡めている』 

ということがよく見られます。 

 

『集中している』状態とは、どういう状態でしょうか？ 

私は、『身体が止まっている状態』だと考えます。 

 

『足が、ぶらぶらしている』、『上体が、くねくねしている』状態では、 

とても、『集中している』ようには見えませんよね。 

 

では、どうしたら『身体が止まった状態』になるのでしょう？ 

 

 『身体を止める』ためには、『足裏を床につける』必要があります。 

 

ただ、残念ながら、『ちょっと椅子の高さが、高いなぁ』と思うことが多くあります。 

この状態では、本人がいくら努力しても、足裏を床につくことはできません。 

 

『机の横バーに足を乗せている』、『椅子の脚に自分の脚を絡めている』のは、 

本人からの無言のアピールかもしれませんね！ 

 

 ということで、 

まずは、『椅子の高さ』を見直しましょう！ 

次に、『机の横バーには、足を乗せない』ということを習慣にしましょう！ 

 

これらの状態がそろったら、 

『ぐー、ぺた、ぴん』の出番です。 

 

今回は、『集中』に対する『環境』からのアプローチその１でした。 

 

次回も『集中』について考えます。 


